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地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践を振り返り、自己評価を

行いましたので、その結果を以下の通り公表いたします。 

また、本自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努め、より一層質の高い

保育の実践を目指してまいります。 

 

評価方法 

保育士等（全職

員）の自己評価 

評価期間 2024年 1月 5日（金）～2月 22日（木） 

実施方法 全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施した。 

保育施設の評価 

評価日 2024年 2月 22日（木） 

実施方法 
職員の自己評価結果をふまえ話し合いにより職場全体で共有し、保育施設

の課題を明確化し、改善策を検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

「おもいっきり遊ぶおもいっきり学ぶ」の保育理念に則り、子ども一人ひとりの気

持ちを受容し寄り添い、発達のサインを見逃さず保育内容を充実させてきた。子ど

もの力をひき出す保育で「主体性」「協調性」を育むことに注力している。今後も子

ども達が「生き生きのびのび」と生活できるよう園内研修にて全職員が学び合い、

より良い保育園作りをしていくようにしていきたい。 

子どもの発達援助 

子どもの姿を予想した保育計画を立案し日々保育を行っているが、計画に捉われず、子どもの

自発性を大切に柔軟な保育を実践している。今後も子どもの発達、実状に沿った保育をしてい

きたい。2023年度は前年からのつながり遊び、わらべ歌を継続しながら「言葉の発達を促す

保育」として絵本、言葉遊びをテーマとした。2024年度は見立て遊びの環境を充実させ、ご

っこ遊びを通して社会性を育む遊びを充実させていく。 

保護者に対する支援 

送迎の際に、その日の子どもの様子とともに、成長した姿も伝えている。また「子

育て支援掲示板」での保護者間の情報交換、保護者懇談会、保護者参加行事など様々

な場面を通して園と保護者の信頼関係を構築することができ、保護者同士の交流が

深まった。 

保育を支える組織的基盤 

外部研修や内部研修の充実。職員会議を実施しスキルアップを図った。各自が研修

等で学んだ内容は、内部研修で更なる質の向上を目指した。子どもたちの日々の心

と体の成長について職員間で情報交換し保育の充実を図っている。 

 

総評 

園の保育理念や保育方針を理解した上で、子どもたちに合った保育計画を立て取り組むことができた。主体性、能動性

を育む「コーナー保育」を主軸とし、子ども達が自ら創造した遊びが小さいクラスへと受け継がれていった。五感を刺

激する感覚遊びを通して「不思議」に興味を持ち「なぜだろう」と考える力が生まれた。つながり遊び、わらべ歌遊び

を継続しながら、絵本や紙芝居、言葉遊びを通して「言葉の発達」が促され「表現する楽しさ」が育まれた。子どもの

発達と興味関心に合わせて「おもいっきり遊べて、おもいっきり学べる」適切な環境を整えている。引き続き保護者と

の情報共有と登降園時のコミュニケーションを取りながら園運営を向上させていく。 

 


